
JP 2014-3870 A 2014.1.9

10

(57)【要約】
【課題】車両外部の交流電源１９から蓄電池３へ電力を
蓄電するための充電端子５と、車両外部の交流負荷１７
に電力を給電するための放電端子７とを備える車両用電
力制御装置１において、放電端子７に充電端子５が誤っ
て接続されたときに、車両利用者などに速やかに認識さ
せるようにしたうえで、放電端子７に交流負荷１７が正
しく接続された場合には当該交流負荷１７を動作可能と
する。
【解決手段】車両用電力制御装置１の制御部１３ａは、
放電端子７に交流負荷１７の受電端子１７ａまたは充電
端子５が接続されたことを検知したときに、給電器１１
によって放電端子７から出力する交流電力の電圧を変動
させる処理と、充電端子５に入力される交流電力の電圧
が放電端子７から出力する交流電力の電圧の変動と同じ
ように変動していることを検知したときに、報知部１５
に報知動作を行わせる処理とを行う。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　蓄電池と、
　所定の交流電源の電源端子に接続可能とされる充電端子と、
　前記充電端子から入力される交流電力を直流電力に変換して前記蓄電池に充電する充電
器と、
　所定の交流負荷の受電端子および前記充電端子に接続可能とされる放電端子と、
　前記蓄電池からの直流電力を交流電力に変換して前記放電端子から出力する給電器と、
　前記放電端子に前記充電端子が誤接続されていることを表す報知動作を行う報知部と、
　前記充電器、前記給電器ならびに前記報知部を制御する制御部とを備え、
　前記制御部は、
　前記放電端子に前記交流負荷の前記受電端子または前記充電端子が接続されたことを検
知したときに、前記給電器によって前記放電端子から出力する交流電力の電圧を変動させ
る処理と、前記充電端子に入力される交流電力の電圧が前記放電端子から出力する交流電
力の電圧の変動と同じように変動していることを検知したときに、前記報知部に報知動作
を行わせる処理とを行う、ことを特徴とする車両用電力制御装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両外部の交流電源から蓄電池へ電力を蓄電するための充電端子と、車両外
部の交流負荷に電力を給電するための放電端子とを備える車両用電力制御装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、エンジンとモータとを併用して走行するハイブリッド車や、モータで走行する電
気自動車など、動力源用のモータに供給する電力を蓄電する蓄電池（以後、車載蓄電池と
呼ぶ）を搭載した車両が普及しつつある。
【０００３】
　このような車両のなかには、車載蓄電池を車両外部の交流電源（例えば商用電源）から
充電することが可能で、且つ、車載蓄電池に蓄電された電力を車両外部の交流負荷（例え
ば家電機器）に給電することが可能な車両用電力制御装置を備えたものが知られている（
特許文献１）。
【０００４】
　特許文献１には、車両外部の交流電源または交流負荷に接続可能なプラグ（即ち、充放
電共通のプラグ）が開示されている。この特許文献１の車両用電力制御装置では、前記プ
ラグに車両外部の交流電源が接続された場合は、当該交流電源からの交流電力が、前記プ
ラグから入力されて所定のインバータによって直流電力に変換されて車載蓄電池に充電さ
れるようになり、また、前記プラグに車両外部の交流負荷が接続された場合は、車載蓄電
池に蓄電された電力が、所定のインバータで交流電力に変換されて前記プラグから前記交
流負荷に給電されるようになる。
【０００５】
　特許文献１では、上述のように、車両外部の交流電源からの電力を入力する充電端子と
、車両外部の交流負荷に電力を給電する放電端子とを単一のプラグで共用する構成になっ
ている。ところで、前記した充電端子と放電端子とを別構成とすることも可能である。例
えば、放電端子としてＡＣ１００Ｖコンセントと同型のコンセントを用いると共に、充電
端子としてＡＣ１００Ｖコンセントに接続可能なプラグを用いる案（以後、提案例と呼ぶ
）が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００９－２７８１１号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上記提案例において、仮に、使用者によって充電端子と放電端子とが誤って接続された
場合には、車載蓄電池から放電された電力が前記放電端子および充電端子を経由して当該
車載蓄電池に充電されるという循環が発生し、当該循環に伴い発生する電力損失によって
車載蓄電池に蓄電された電力が消費されることになる。このようなことから、前記のよう
な誤接続を検知できるようにして、車両利用者に報知できるようにすることが望まれる。
【０００８】
　そこで、本発明は、車両外部の交流電源から蓄電池へ電力を蓄電するための充電端子と
、車両外部の交流負荷に電力を給電するための放電端子とを備える車両用電力制御装置に
おいて、前記放電端子に前記充電端子が誤って接続された場合には車両利用者などに速や
かに認識させるようにしたうえで、前記放電端子に前記交流負荷が正しく接続された場合
には当該交流負荷を動作可能とすることを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る車両用電力制御装置は、蓄電池と、所定の交流電源の電源端子に接続可能
とされる充電端子と、前記充電端子から入力される交流電力を直流電力に変換して前記蓄
電池に充電する充電器と、所定の交流負荷の受電端子および前記充電端子に接続可能とさ
れる放電端子と、前記蓄電池からの直流電力を交流電力に変換して前記放電端子から出力
する給電器と、前記放電端子に前記充電端子が誤接続されていることを表す報知動作を行
う報知部と、前記充電器、前記給電器ならびに前記報知部を制御する制御部とを備え、前
記制御部は、前記放電端子に前記交流負荷の前記受電端子または前記充電端子が接続され
たことを検知したときに、前記給電器によって前記放電端子から出力する交流電力の電圧
を変動させる処理と、前記充電端子に入力される交流電力の電圧が前記放電端子から出力
する交流電力の電圧の変動と同じように変動していることを検知したときに、前記報知部
に報知動作を行わせる処理とを行う、ことを特徴としている。
【００１０】
　この構成では、要するに、充電端子に入力される交流電力の電圧が、前記放電端子から
出力される交流電力の電圧の変動と同じように変動している場合には、当該放電端子に適
正接続相手でない前記充電端子が誤って接続されていると判定して、前記制御部が報知部
に報知動作を行わせることによって前記誤接続の発生を例えば車両利用者などに報知させ
るようにしている。
【００１１】
　これにより、車両利用者が前記報知に応答して前記放電端子から充電端子を抜いて非接
続とするように対処すれば、前記誤接続に起因して蓄電池の電力が消費されることを速や
かに停止させることが可能になる。
【００１２】
　ところで、前記充電端子に対して電圧が一定の交流電力が入力された場合には、前記放
電端子に適正接続相手である前記交流負荷の前記受電端子が接続されていると判定するこ
とができるので、その場合には、制御部は報知部に報知動作を行わないようにするととも
に、前記放電端子から出力する交流電力の電圧を一定にするといった対処が可能になる。
【００１３】
　このように、本発明では、前記放電端子に前記交流負荷の前記受電端子または前記充電
端子が接続されたことを検知したときに、当該検知時点から、当該放電端子に適正接続相
手でない前記充電端子が誤って接続されたか否かを判定するまでの期間、前記放電端子か
ら出力される交流電力が電圧変動しているものの当該放電端子の接続相手（前記交流負荷
の前記受電端子または前記充電端子）に供給されるようになっている。
【００１４】
　つまり、仮に前記放電端子に適正接続相手である前記交流負荷の受電端子が接続された
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場合にあっては、当該接続の検知時点以降、当該交流負荷に前記放電端子から出力される
交流電力が電圧変動しているものの供給されるから、当該交流負荷を動作させることが可
能になるなど、使い勝手が向上することになる。このことは、前記誤接続の検知形態とし
て、仮に前記放電端子から例えば微弱パルスなどの信号波を出力させるようにし、この信
号波の検出を以って前記誤接続であることを検知するような形態に比べると、優れている
点であると言える。
【００１５】
　また、前記誤接続を検知するにあたって、既存の給電器を利用して放電端子から出力す
る交流電力の電圧を変動させるようにしているだけであるから、前記給電器の構成を大規
模に変更する必要がないなど、実用面において優れる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明は、車両外部の交流電源から蓄電池へ電力を蓄電するための充電端子と、車両外
部の交流負荷に電力を給電するための放電端子とを備える車両用電力制御装置において、
前記放電端子に前記充電端子が誤って接続された場合には車両利用者などに速やかに認識
させるようにしたうえで、前記放電端子に前記交流負荷が正しく接続された場合には当該
交流負荷を動作可能とすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の一実施形態に係る車両用電力制御装置の構成概略図である。
【図２】図1の実施形態に係る車両用電力制御装置の動作を説明するフローチャートであ
る。
【図３】図1の実施形態において給電コンセント（放電端子）から出力される交流電力の
電圧変動パターンを例示するグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施形態を添付図面を参照して詳細に説明する。
【００１９】
　≪実施形態≫
　＜構成説明＞
　図１は、本発明の実施形態に係る車両用電力制御装置の構成概略図である。
【００２０】
　この実施形態に係る車両用電力制御装置１は、エンジンとモータとを併用して走行する
ハイブリッド車やモータで走行する電気自動車などに搭載される。
【００２１】
　図１に示すように、この車両用電力制御装置１は、蓄電池３、充電プラグ（充電端子）
５、給電コンセント（放電端子）７、充電器９、給電器１１、報知部１５、制御装置１３
などを備えている。
【００２２】
　この車両用電力制御装置１では、蓄電池３から車両外部の交流負荷１７への給電および
車両外部の交流電源１９から蓄電池３への充電を制御することが可能になっており、さら
に、後述するが、給電コンセント７に充電プラグ５が誤って差し込み接続されたときに、
充電器９が停止して充電プラグ５からの充電を停止するとともに、当該誤接続（または誤
差し込み）の発生を車両利用者などに報知するように対処可能になっている。
【００２３】
　蓄電池３は、車両に搭載された充放電可能な直流電源であり、前記ハイブリッド車両や
前記電気自動車などにおける動力源用のモータに供給する電力を蓄電するものである。
【００２４】
　充電プラグ５は、車両外部の交流電源（例えばＡＣ１００Ｖの商用電源）１９の電源コ
ンセント（電源端子）１９ａに挿脱自在に接続され、その交流電源１９からの交流電力を
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受電する端子である。充電プラグ５は、例えば、一般家庭の電源コンセントに抜き出し可
能に差し込み接続可能な形状の端子として構成される。
【００２５】
　給電コンセント７は、車両外部の交流負荷（即ち、家電機器等の交流電力で作動する負
荷）１７の電源プラグ（受電端子）１７ａが抜き出し可能に差し込み接続され、その交流
負荷１７に、蓄電池３に蓄電された直流電力から生成される交流電力を供給する端子であ
る。給電コンセント７は、例えば、一般家庭の電源コンセントと同型のコンセントとして
構成される。なお、電源プラグ１７ａは、交流負荷１７が外部から電力を入力する端子で
あり、この電源プラグ１７ａと前記充電プラグ５は、同じ形状とされている。
【００２６】
　充電器９は、充電プラグ５から入力される電力を蓄電池３に充電するものであり、例え
ば、インバータ９ａ、電圧変換部９ｂ、電圧検出部９ｃなどを備えている。
【００２７】
　インバータ９ａは、充電プラグ５から入力される交流電力を直流電力に変換する（この
動作を動作Ａと呼ぶ）ものである。このインバータ９ａは、例えば、スイッチ素子を含む
ブリッジ回路によって構成され、そのスイッチ素子のオンオフ動作によって直流電力を交
流電力に変換する周知のインバータとして構成される。
【００２８】
　電圧変換部９ｂは、インバータ９ａから出力される直流電力を、その電圧を蓄電池３の
充電に適した電圧に変換して蓄電池３に出力する（この動作を動作Ｂと呼ぶ）ものであり
、例えば周知のＤＣ／ＤＣコンバータによって構成される。
【００２９】
　電圧検出部９ｃは、充電プラグ５から入力される電圧を検出するものである。ここでは
、電圧検出部９ｃは、充電プラグ５とインバータ９ａとの間に接続され、充電プラグ５の
出力電圧を検出することで、充電プラグ５から入力される電圧を検出する。
【００３０】
　給電器１１は、蓄電池３に蓄電された電力を給電コンセント７に接続された車両外部の
交流負荷１７に供給するものであり、例えば、電圧変換部１１ａ、インバータ１１ｂ、電
流検出部１１ｃなどを備えている。
【００３１】
　電圧変換部１１ａは、蓄電池３から放電される直流電力の電圧を所定の電圧（例えばＡ
Ｃ１００Ｖに対応する直流電圧）に変換する（この動作を動作Ｃと呼ぶ）ものであり、例
えば周知のＤＣ／ＤＣコンバータによって構成される。
【００３２】
　インバータ１１ｂは、電圧変換部１１ａから出力される直流電力を、所定の周波数（例
えば商用電源周波数）の交流電力に変換して給電コンセント７から出力する（この動作を
動作Ｄと呼ぶ）ものである。このインバータ１１ｂは、スイッチ素子を含むブリッジ回路
によって構成され、そのスイッチ素子のオンオフ動作によって直流電力を交流電力に変換
する周知のインバータとして構成される。
【００３３】
　また、電圧変換部１１ａは、制御装置１３の制御に応じて、前記動作Ｃの他に、蓄電池
３から放電される直流電力の電圧を所定時間毎に変動させてインバータ１１ｂに出力する
（この動作を動作Ｅと呼ぶ）。
【００３４】
　具体的に、前記電圧変動の一例としては、図３に示すように、電圧変換部１１ａによっ
て、最初の所定時間（例えば５ｓｅｃ）には蓄電池３から放電される直流電力の電圧を例
えば１００Ｖに変換し、この電圧変換部１１ａから出力される直流電力を所定の周波数（
例えば商用電源周波数）の交流電力に変換して１００Ｖｒｍｓ（ＡＣ）を設定し、次の所
定時間（例えば５ｓｅｃ）には前記同様に処理して１０５Ｖｒｍｓ（ＡＣ）を設定し、さ
らに次の所定時間（例えば５ｓｅｃ）には前記同様に処理して９５Ｖｒｍｓ（ＡＣ）を設
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定し、さらに次の所定時間からは前記の順に繰り返すパターンに設定することができる。
【００３５】
　このように、誤接続検知期間において、車両からの外部給電の電圧値を交流負荷１７の
使用可能な範囲（９５～１０５Ｖｒｍｓ）で変動させるようにしているから、例えば給電
コンセント７に適正接続相手である交流負荷１７の電源プラグ１７ａが差し込み接続され
た場合に、誤接続検知期間であっても、当該交流負荷１７の動作が可能になる。
【００３６】
　電流検出部１１ｃは、給電コンセント７に電流が流れたか否かを検出するものである。
ここでは、電流検出部１１ｃは、給電コンセント７とインバータ１１ｂとの間に接続され
、インバータ１１ｂから給電コンセント７に流れる電流を検出することで、給電コンセン
ト７に電流が流れたか否かを検出する。
【００３７】
　報知部１５は、警告表示または警告音によって、後述の誤差込判定部１３ｄで誤接続（
給電コンセント７に適正接続相手でない充電プラグ５が誤って差し込み接続されたこと）
が発生していると判定したときに、そのことを車両利用者などに報知するものである。
【００３８】
　この報知部１５は、例えば、警告表示を行うためのインジケータ等の表示部１５ａと、
警告音を出力するためのスピーカなどの音声出力部１５ｂとを備えている。この実施形態
では、報知部１５が表示部１５ａおよび音声出力部１５ｂを備える構成とした例を挙げる
が、それらの何れか一方を備える構成とすることも可能である。
【００３９】
　制御装置１３は、充電器９、給電器１１ならびに報知部１５を制御するものであって、
制御部１３ａ、コンセント差込検知部１３ｂ、電圧変動検出部１３ｃ、誤差込判定部１３
ｄなどの機能実現手段を備えている。
【００４０】
　コンセント差込検知部１３ｂは、電流検出部１１ｃの検出結果に基づいて、給電コンセ
ント７に、交流負荷１７の電源プラグ１７ａまたは充電プラグ５が差し込み接続されたか
否かの検知を行うものである。
【００４１】
　ここでは、コンセント差込検知部１３ｂは、電流検出部１１ｃによって給電コンセント
７に電流が流れたことが検出されると、給電コンセント７に交流負荷１７の電源プラグ１
７ａまたは充電プラグ５が差し込み接続されたことを検知する。他方、コンセント差込検
知部１３ｂは、電流検出部１１ｃによって給電コンセント７に電流が流れていないことが
検出されると、給電コンセント７に交流負荷１７の電源プラグ１７ａまたは充電プラグ５
が差し込み接続されていないことを検知する。
【００４２】
　なお、ここでは、例えば、給電コンセント７に交流負荷１７の電源プラグ１７ａまたは
充電プラグ５が差し込み接続されると、給電コンセント７に電流（例えば瞬時電流）が流
れ、その電流が電流検出部１１ｃによって検出される。そして、その検出結果に基づいて
、コンセント差込検知部１３ｂは、給電コンセント７に交流負荷１７の電源プラグ１７ａ
または充電プラグ５が差し込み接続されたか否かを検知している。
【００４３】
　電圧変動検出部１３ｃは、電圧検出部９ｃの検出結果に基づいて、例えば充電プラグ５
から入力される交流電力の電圧変動の有無を検出するものである。
【００４４】
　誤差込判定部１３ｄは、電圧変動検出部１３ｃの検出結果に基づいて、給電コンセント
７に適正接続相手でない充電プラグ５が誤って差し込み接続されたか否かの判定を行うも
のである。なお、この判定は、給電コンセント７から後述の電圧変動処理（動作Ｅ）が実
行された以降に行われる。
【００４５】
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　ここでは、誤差込判定部１３ｄは、まず、電圧変動検出部１３ｃの検出結果に基づいて
、充電プラグ５から入力される交流電力の電圧が変動しているか否かの検知を行う。即ち
、誤差込判定部１３ｄは、電圧変動検出部１３ｃによって検出された電圧変動と、給電コ
ンセント７から出力する交流電力の電圧変動とを比較する。この比較の結果、同じ変動で
ある場合は、誤差込判定部１３ｄは、充電プラグ５から入力される交流電力の電圧が変動
していることを検知し、他方、同じ変動でない場合は、誤差込判定部１３ｄは、充電プラ
グ５から入力される交流電力の電圧が変動していないことを検知する。
【００４６】
　そして、同じ変動であることを検知した場合には、誤差込判定部１３ｄは、給電コンセ
ント７に適正接続相手でない充電プラグ５が誤って差し込み接続された（即ち、誤接続で
ある）と判定する。他方、同じ変動でないことを検知した場合は、誤差込判定部１３ｄは
、給電コンセント７に適正接続相手である交流負荷１７の電源プラグ１７ａが差し込み接
続されている（即ち、誤接続でない）と判定する。
【００４７】
　制御部１３ａは、（ａ１）コンセント差込検知部１３ｂの検知結果および誤差込判定部
１３ｄの判定結果に基づいて給電器１１を制御すると共に、（ｂ１）誤差込判定部１３ｄ
の判定結果に基づいて充電器９および報知部１５を制御するものである。
【００４８】
　より詳細には、上記（ａ１）では、制御部１３ａは、例えば給電コンセント７から後述
の電圧変動処理（動作Ｅ）が実行されるまでは、給電コンセント７に交流負荷１７の電源
プラグ１７ａまたは充電プラグ５が差し込み接続されたときに、給電コンセント７に電流
が流れるように、電圧変換部１１ａを前記動作Ｃのように動作させてインバータ１１ｂを
前記動作Ｄのように動作させる。
【００４９】
　なお、この差し込み接続によって給電コンセント７に流れた電流が電流検出部１１ｃに
よって検出されると、コンセント差込検知部１３ｂは、給電コンセント７に交流負荷１７
の電源プラグ１７ａまたは充電プラグ５が差し込み接続されたことを検知する。
【００５０】
　また、上記（ａ１）では、制御部１３ａは、コンセント差込検知部１３ｂによって給電
コンセント７に交流負荷１７の電源プラグ１７ａまたは充電プラグ５が差し込み接続され
たことが検知された場合は、給電コンセント７から出力する交流電力の電圧を変動させる
ように、電圧変換部１１ａを前記動作Ｅのように動作させてインバータ１１ｂを前記動作
Ｄのように動作させる。
【００５１】
　また、上記（ａ１）では、制御部１３ａは、誤差込判定部１３ｄによって誤接続でない
と判定された場合は、給電コンセント７から出力される交流電力の電圧を一定にするよう
に、電圧変換部１１ａを前記動作Ｃのように動作させてインバータ１１ｂを前記動作Ｄの
ように動作させる。他方、制御部１３ａは、誤差込判定部１３ｄによって誤接続であると
判定された場合は、例えば、給電コンセント７から交流電力が出力されないように、電圧
変換部１１ａおよびインバータ１１ｂを停止させる。
【００５２】
　また、上記（ｂ１）では、制御部１３ａは、誤差込判定部１３ｄによって誤接続である
と判定された場合は、インバータ９ａおよび電圧変換部９ｂを停止させる（即ち、充電器
９による充電を停止させる）と共に、報知部１５により報知動作を行わせる。
【００５３】
　この報知動作によって、表示部１５ａには、例えば、誤接続（給電コンセント７に適正
接続相手でない充電プラグ５が誤って差し込み接続されたこと）が発生していることを表
す警告表示（例えばマークまたはメッセージ）が表示され、また、音声出力部１５ｂから
は、例えば警告音が出力される。これにより、車両利用者が前記誤接続を認識することが
可能になる。
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【００５４】
　また、上記（ｂ１）では、制御部１３ａは、誤差込判定部１３ｄによって誤接続でない
と判定された場合（即ち、給電コンセント７に適正接続相手である交流負荷１７の電源プ
ラグ１７ａが差し込み接続された場合）は、給電コンセント７から電源プラグ１７ａを介
して交流負荷１７に電圧が一定の交流電力を供給させるように、電圧変換部１１ａを前記
動作Ｃのように動作させてインバータ１１ｂを前記動作Ｄのように動作させる。
＜動作説明＞
　図２に示すフローチャートを参照して、この車両用電力制御装置１の動作を詳細に説明
する。
【００５５】
　ステップＳ０では、給電コンセント７が通電可能状態となるように、言い換えると、給
電コンセント７に交流負荷１７の電源プラグ１７ａまたは充電プラグ５が差し込まれたと
きに給電コンセント７に電流が流れるように、制御部１３ａによって電圧変換部１１ａお
よびインバータ１１ｂを制御する。
【００５６】
　具体的に、このステップＳ０は、電圧変換部１１ａによって蓄電池３からの直流電力を
その電圧を所定の電圧（例えばＡＣ１００Ｖに対応する直流電圧）に変換させてインバー
タ１１ｂに出力させる（前記動作Ｃ）と共に、インバータ１１ｂによって電圧変換部１１
ａから出力された直流電力を交流電力（例えば商用系統電力）に変換させる（前記動作Ｄ
）。
【００５７】
　この後、続くステップＳ１では、コンセント差込検知部１３ｂによって、給電コンセン
ト７に、交流負荷１７の電源プラグ１７ａまたは充電プラグ５が差し込み接続されたか否
かの検知が行われる。
【００５８】
　ここでは、コンセント差込検知部１３ｂは、電流検出部１１ｃの検出結果に基づいて当
該検知を行っている。即ち、電流検出部１１ｃが給電コンセント７に電流が流れたことを
検出した場合は、コンセント差込検知部１３ｂは、給電コンセント７に交流負荷１７の電
源プラグ１７ａまたは充電プラグ５が差し込み接続されたことを検知する。他方、電流検
出部１１ｃが給電コンセント７に電流が流れていないことを検出した場合は、コンセント
差込検知部１３ｂは、給電コンセント７に交流負荷１７の電源プラグ１７ａまたは充電プ
ラグ５が差し込み接続されていないことを検知する。
【００５９】
　そして、ステップＳ１での検知の結果、コンセント差込検知部１３ｂによって、給電コ
ンセント７に交流負荷１７の電源プラグ１７ａまたは充電プラグ５が差し込み接続されて
いないことが検知された場合は、処理がステップＳ１に戻る。
【００６０】
　他方、ステップＳ１での検知の結果、コンセント差込検知部１３ｂによって、給電コン
セント７に交流負荷１７の電源プラグ１７ａまたは充電プラグ５が差し込み接続されたこ
とが検知された場合は、処理がステップＳ２に進む。
【００６１】
　このステップＳ２では、給電コンセント７から出力する交流電力の電圧を図３に示すよ
うに変動させるように、制御部１３ａによって電圧変換部１１ａおよびインバータ１１ｂ
を制御する（前記動作Ｅ、前記動作Ｄ）。
【００６２】
　この後、続くステップＳ３では、誤差込判定部１３ｄによって、充電プラグ５に入力す
る交流電力の電圧が変動しているか否かの検知が行われる。
【００６３】
　ここでは、誤差込判定部１３ｄは、電圧変動検出部１３ｃの検出結果に基づいて当該検
知を行っている。即ち、電圧変動検出部１３ｃが前記電圧変動を検出した場合は、誤差込
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判定部１３ｄは、充電プラグ５に入力される交流電力の電圧が給電コンセント７から出力
する交流電力の電圧の変動と同じように変動していることを検知する。他方、電圧変動検
出部１３ｃが前記電圧変動を検出しない場合は、誤差込判定部１３ｄは、充電プラグ５に
入力する交流電力の電圧が給電コンセント７から出力する交流電力の電圧の変動と同じよ
うに変動していないことを検知する。
【００６４】
　そして、ステップＳ３での検知の結果、誤差込判定部１３ｄによって、充電プラグ５に
入力する交流電力の電圧が給電コンセント７から出力する交流電力の電圧の変動と同じよ
うに変動していることが検知された場合は、下記ステップＳ４に進む。
【００６５】
　このステップＳ４では、誤差込判定部１３ｄによって、誤接続である（即ち、給電コン
セント７に適正接続相手でない充電プラグ５が誤って差し込み接続された）と判定され、
続くステップＳ５に進む。
【００６６】
　このステップＳ５では、制御部１３ａによって、インバータ９ａおよび電圧変換部９ｂ
を停止させる（即ち、充電器９による充電プラグ５からの充電が停止される）と共に、報
知部１５に誤接続が発生したことを表す報知動作を行わせる。この後、このフローチャー
トを終了する。
【００６７】
　なお、前記ステップＳ５のように、充電器９による充電プラグ５からの充電が停止され
ることで、給電コンセント７に適正接続相手でない充電プラグ５が誤って差し込み接続さ
れたとしても、蓄電池３に蓄電された電力が、順に給電器１１、給電コンセント７、充電
プラグ５および充電器９を経由して蓄電池３に充電されるという循環が防止される。した
がって、前記循環に伴い給電器１１や充電器９で発生する電力損失を無くすことが可能に
なるので、蓄電池３に蓄電された電力が消費されることが防止される。
【００６８】
　なお、前記ステップＳ５において、更に、制御部１３ａによって、電圧変換部１１ａお
よびインバータ１１ｂを停止させるようにしてもよい（即ち、給電器１１による給電コン
セント７からの給電を停止させるようにしてもよい）。
【００６９】
　ところで、前記ステップＳ３での検知の結果、誤差込判定部１３ｄによって、充電プラ
グ５に入力する交流電力の電圧が給電コンセント７から出力する交流電力の電圧の変動パ
ターンと同じパターンで変動していることが検知された場合は、下記ステップＳ６に進む
。
【００７０】
　このステップＳ６では、誤差込判定部１３ｄによって、誤接続でない（即ち、給電コン
セント７に適正接続相手である交流負荷１７の電源プラグ１７ａが差し込み接続された）
と判定され、続くステップＳ７に進む。
【００７１】
　このステップＳ７では、制御部１３ａによって、給電コンセント７から出力される交流
電力の電圧を一定にするように、電圧変換部１１ａを制御する。これにより、給電コンセ
ント７に差し込み接続された適正接続相手である交流負荷１７の電源プラグ１７ａに適正
な交流電力が給電される。この後、このフローチャートを終了する。
【００７２】
　具体的に、前記ステップＳ７では、制御部１３ａによって、電圧変換部１１ａが、蓄電
池３からの直流電力をその電圧を所定の電圧（例えばＡＣ１００Ｖに対応する直流電圧）
に変換してインバータ１１ｂに出力するように制御される（前記動作Ｃ）と共に、インバ
ータ１１ｂが、電圧変換部１１ａから出力された直流電力を交流電力（例えば商用系統電
力）に変換するように制御される（前記動作Ｄ）。
【００７３】
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　＜主要な効果＞
　以上説明したように本発明を適用した車両用電力制御装置１は、給電コンセント７に適
正接続相手でない充電プラグ５が誤って差し込み接続されたときに、報知部１５で報知動
作を行わせることによって前記誤接続を例えば車両利用者などに速やかに報知することが
できるとともに、充電器９による充電プラグ５からの充電を停止させることができる。
【００７４】
　これにより、前記誤接続が発生したときにそのことを車両利用者などに速やかに認識さ
せることが可能になって、当該車両利用者によって前記誤接続を速やかに解消するように
対処できる。この対処によって、前記誤接続に起因して蓄電池３の電力が消費されること
を速やかに停止させることが可能になる。
【００７５】
　しかも、給電コンセント７に交流負荷１７の電源プラグ１７ａまたは充電プラグ５が接
続されたことを検知したときに、当該検知時点から、給電コンセント７に適正接続相手で
ない充電プラグ５が誤って差し込み接続されたか否かを判定するまでの期間、給電コンセ
ント７から出力される交流電力が当該給電コンセント７の接続相手（交流負荷１７または
充電プラグ５）に供給されるようになっている。
【００７６】
　これにより、仮に、給電コンセント７に、適正接続相手である交流負荷１７の電源プラ
グ１７ａが差し込み接続された場合にあっては、当該接続の検知時点以降、当該交流負荷
１７に給電コンセント７から出力する交流電力が電圧変動しているものの供給されるから
、当該交流負荷１７を動作させることが可能になるなど、使い勝手が向上することになる
。
【００７７】
　また、前記誤接続を検知するにあたって、既存の給電器１１を利用して給電コンセント
７から出力する交流電力の電圧を変動させるようにしているだけであるから、給電器１１
の回路構成を大規模に変更する必要がないなど、実用面において優れる。
【００７８】
　なお、この実施形態では、給電コンセント７に適正接続相手である交流負荷１７の電源
プラグ１７ａまたは適正接続相手でない充電プラグ５が差し込み接続されたことを検知す
る形態として、給電コンセント７の通電の有無を検知する形態にしているが、本発明はそ
れのみに限定されるものではない。
【００７９】
　具体的に、前記形態としては、電流検出部１１ｃの代わりに電圧検出部を設け、その電
圧検出部によって、給電コンセント７への差し込み接続時に発生する給電コンセント７の
電圧変化の有無を検知する形態にすることが可能である。また、前記形態としては、給電
コンセント７に、給電コンセント７への差し込み接続の有無に応じてオンオフする検出ス
イッチを設け、その検出スイッチから出力されるオンオフ信号を検知する形態にすること
が可能である。
【００８０】
　≪付帯事項≫
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について説明したが、本発明は
斯かる例に限定されないことは言うまでもない。当業者であれば、特許請求の範囲に記載
された範疇内において、各種の変更例または修正例に想到し得ることは明らかであり、そ
れらについても当然に本発明の技術的範囲に属するものと解される。
【００８１】
　例えば上記実施形態では、給電コンセント７に交流負荷１７の電源プラグ１７ａまたは
充電プラグ５が差し込み接続されたか否かの検知を行うコンセント差込検知部１３ｂを備
える構成を例に挙げているが、本発明はこれに限定されない。
【００８２】
　例えば図示しないが、上記実施形態のコンセント差込検知部１３ｂの代わりに、充電プ
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ラグ５が適正接続相手である交流電源１９の電源コンセント１９ａまたは適正接続相手で
ない給電コンセント７に差し込み接続されたか否かの検知を行う充電プラグ差込検知部を
備える構成にすることが可能である。
【００８３】
　なお、前記充電プラグ差込検知部により、充電プラグ５が電源コンセント１９ａまたは
給電コンセント７に差し込み接続されたことを検知する形態として、充電プラグ５の通電
の有無を検知する形態とすることが可能である。その他には、電圧検出部９ｃを用いて、
充電プラグ５の差し込み接続時に発生する充電プラグ５の電圧変化の有無を検知する形態
にすることが可能である。また、充電プラグ５に、充電プラグ５の差し込み接続の有無に
応じてオンオフする検出スイッチを設け、その検出スイッチから出力されるオンオフ信号
を検知する形態にすることが可能である。
【００８４】
　この場合、充電プラグ差込検知部によって、充電プラグ５が適正接続相手である交流電
源１９の電源コンセント１９ａまたは適正接続相手でない給電コンセント７に差し込み接
続されたことを検知したときに、給電コンセント７から出力する交流電力の電圧を変動さ
せる処理（前記動作Ｅ）を行うようにする。
【００８５】
　また、上記実施形態では、誤接続（充電プラグ５が適正接続相手でない給電コンセント
７に差し込み接続されたこと）を検知したときに、当該誤接続の報知動作を行わせるとと
もに、充電動作を停止させるように対処する場合を例に挙げているが、前記誤接続を検知
したときに、当該誤接続の報知動作のみを行わせるように対処する場合も本発明の実施形
態として含まれる。
【産業上の利用可能性】
【００８６】
　本発明は、車両外部の交流電源から蓄電池へ電力を蓄電するための充電端子と、車両外
部の交流負荷に電力を給電するための放電端子とを備える車両用電力制御装置に好適に利
用することが可能である。
【００８７】
　また、本発明に係る車両用電力制御装置は、例えば動力源としてエンジンとモータとを
併用するハイブリッド車両やモータ単独とする電気自動車などにおいて、前記モータに供
給する電力を蓄電するための蓄電池を搭載した車両に適用することが可能である。
【符号の説明】
【００８８】
　　１　　車両用電力制御装置
　　３　　蓄電池
　　５　　充電プラグ（充電端子）
　　７　　給電コンセント（放電端子）
　　９　　充電器
　　９ｃ　電圧検出部
　１１　　給電器
　１１ａ　電圧変換部
　１１ｂ　インバータ
　１１ｃ　電圧検出部
　１３　　制御装置
　１３ａ　制御部
　１３ｂ　コンセント差込検知部
　１３ｃ　電圧変動検出部
　１３ｄ　誤差込検知部
　１５　　報知部
　１７　　交流負荷
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　１７ａ　交流負荷の電源プラグ（受電端子）
　１９　　交流電源
　１９ａ　交流電源の電源コンセント（電源端子）

【図１】 【図２】



(13) JP 2014-3870 A 2014.1.9

【図３】
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